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1. はじめに

古文献の年代測定は,考古学研究の場合と比べて,あまり行われていない.

これまでの研究は,われわれが当センターのタンデ トロンを使って,広島県三

原市にある御調八幡宮所蔵の-･切経の年代を測定したものと(吉沢他 1997),当

センターにおいて鈴鹿本今昔物語集の綴 じに使われたこよりの年代(小田他

1998),および数点の経典が測定されているにすぎない(小田他 1998).考古学,

古生物学等と比べて古文書 ･古経典等は,採取できる試料の量が少ない上に比

較的新 しく精度が要求されるので,測定が難しいことがその原因であろう.

御調八幡宮には,先に測定した一切経の写本とその他に春 日版の版本の一切

経がある.先の測定は,精度が十分でない上に測定値の散らばりも大きいので,

試料製作方法を変え,精度を良くするように工夫をして写本 と春 日版の測定を

行った.

今回の研究では,測定の信頼性を高めるために,写経された年がほぼ確かな

経文 5点を同じ方法で測定した.これは和紙の測定における較正の役割をもっ

ている.われわれは,このような目的に使用するために,奈良時代から明治時

代に至る広い範囲である程度年代がわかっている経典 ･短冊 ･版本などのコレ

クションを進めている.この報告では 5点を測定したに過ぎないが,この測定

が進めば,このような測定から求めた和紙の西暦年代はどの程度信頼性がある

か明らかになると期待 している.今回の報告は,われわれの古文献年代測定の

中間報告であることをおことわりしておく.

2. 測定と補正

貴重な古文献から多くの試料を採取することは,困難である.タンデ トロン

では,10×10mm2 程度の試料で測定ができるので,古文献の年代測定に適 し

ている.前回は採取した試料を炭素化し銀を加えてイオン源のターゲットとし

て使用 した.今回ぼタングステン化 した炭素のみをターゲットとした.この方

法により計数率を増 し,誤差を小さくすることができた.

前回と同様に,質量分析器を使って同位体比 13C/12C を測定し,同位体分別
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表1.古経典の年代測定

資料 資料名 年号 推定年代 14C年代 誤差 西暦年代 誤差

番号 AD BP dBP AD +dAD-dAD

No.lA 大般若経 魚養経 天平 729-766 972 92 *1111 +74 -94本紙と裏打 奈良時代 907 118平均 947.4 72.6

No.1B 大般若経 魚養経 天平 729-766 1202 58 *786 +96 -22本紙 1262 64平均 1229.1 43.0

No.1C 大般若経 魚養経 天平 729-766 335 59 * *1554 +89 -54裏打 321 47平均 326.4 36.8

No.3 天平経 天平 729-766 1369 121 786 十91 -13奈良時代 1218 37平均 1230.9 35.4

No.6 大般若経 第31巻 保元3年 1158 829 98 1166 +63 -134平安後期 983 113平均 895.1 74.0

No.8A 一切経 写経 長寛1年- 1163-1165 779 39 1260 +18 -31

(御調八幡宮所蔵) 永万1年 807 35

平安後期 平均 794.5 26.0

No.8B 一切経 写経 長寛1年- 1163-1165 620 65 1292 +6 -5(御調八幡宮所蔵) 永万1年 740 76656 51731 30平均 702.9 22.9

No.8C 一切経 写経 長寛1年- 1163-1165 842 22 1186 +28 -18(御調八幡宮所蔵) 永万1年 904 21平均 874.4 15.2

No.13 嘉禄版 大般若経 弘安8年 1285 776 67 1284 +12 -17鎌倉時代 689 76平均 738.0 50.3

No.16 沙門性恵願経 応永17年 1410 646 219 1428 +15 - 22版本 室町時代 496 55平均 504.9 53.3

No.17 一切経 春 日版 不明 1400-1600 568 63 *1405 十21 -20

*印は 較正曲線が折れ曲がったところ.

ー69-



効果の補正をした.年輪による西暦年代-の較正曲線を使って,14C 年代 (BP)

から西暦年代 (AD)を求めた.この変換において BPとADの関数関係が3価

関数のところがある.3価のときは,その中央値を西暦年代の平均値に採用 し

た.誤差は lo･すなわち 68% の信頼区間で表す.誤差の上限または下限が3価

の場合は,誤差が非連続な領域となり,分かりにくいので,誤差が 68%の信頼

区間をたもつ範囲で,連続領域となるように修正した.

3. 測定結果

表 1に示す 7点の資料についてタンデ トロンを使って年代を測定した.御調

八幡宮には一切経の写経と春 日版の 2種類が所蔵されている.現在はよく保管

されているが,かつては保管の良くない時期があり,断片が残 されている.前

宮司および現宮司のご好意により,この断片から年代測定用の試料をいただい

た.以前に一切経(写経)の紙片から採取した3つの断片(Nos.8A,8B,8C)からそ

れぞれ測定試料を作った.今回は一切経春 日版からも試料(No.17)を採取した｡

また,年代が推定される古経典 5点からも測定試料を作った.その中で天平の
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図 1.天平大般若経の年代較正
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経典を測定するとかなり新 しい年代となった(No.1A).これには裏打ちの紙があ

り,容易にはがれたので,本紙(No.1B)と裏打ち(No.1C)に分けて測定しなお し

た.念のために裏打ちのない別の天平の経典(No.3)についても測定した.御調

八幡宮の写経奥書によれば,一切経は平安末ごろに書かれた可能性が高いと推

定される (三原市史 1977).それゆえ,年代がほぼ分かっている平安後期の大

般若経(No.6)と鎌倉後期の大般若経(No.13)を較正用試料 として測定した.春 日

版のために,室町初期の経典(No.17)を測定した.

各資料につきそれぞれ 2回,No.8Bのみは 4回測定し,同位体分別効果の補

正をした.その BP単位の結果を表 1の 14C 年代欄に示す.各欄の一番下の値

は2回または4回の測定値の荷重平均を表す.年輪年代から求めた較正曲線を

使って,この平均値から西暦年代を求め,表 1の最後の欄に記 した.この場合,

前節に記 した方法で誤差を求めた.誤差は+と-で異なる.

これ らの 14C 年代を西暦年代に換算する3つの代表的な場合について,それ

ぞれ図を使って説明する･図の縦軸は 14C 年代(BP),横軸は西暦(AD)であり,

曲線は年輪年代による較正を表 している.図 1は天平大般若経の本紙(No.lB)
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図2.御調八幡宮所蔵の一切経(写経)の年代較正
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の場合である.14C 年代の誤差の上限を表す水平線が較正曲線の折れ曲がった

ところで 3点において交わる.この較正曲線が誤差の上限直線により切 り取ら

れた三角形の部分の確率を右側第 3の交点の上に付け足し,一番上の短い水平

線を得る.この短い水平線と曲線の交点までが確率 68%の誤差の範囲である.

図 2は御調八幡宮所蔵一切経の写経の年代を示している.今回測定した3つ

の断片の 14C 年代は誤差の範囲を超えて散らばっている.図 2からわかるよう

に,西暦年代に換算しても誤差の範囲を超えてお り,幸い3つの値は曲線の折

れ曲がったところにあたっていない.図 3は御調八幡宮の一切経春 日版の年代

である.この場合も図 1と同様に 14C 年代の誤差の上限が曲線の折れ目を横切

っている.天平の大般若経と同様に信頼性が 68%で誤差の範囲が連続となるよ

う補正をした.

図を示さなかった他の測定についても上記と同様に西暦年代を求めた.天平

の大般若経のNo.lAとNo.lCでは,14C 年代の平均値が較正曲線の折れ曲がっ

たところにきているので,平均値から引い た水平線は曲線 と 3点で交差する.

この場合は,中央の交点を西暦の平均値とした.14C 年代の誤差の上限が曲線
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図3.御調八幡宮所蔵の一切経春 日版の年代較正
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図4.古経典の推定年代と 14C 年代.

曲線は 14C 年代による較正曲線を丸点は測定値を示す.
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の折れ 目と交差 したのは,図 1と図3に示 したものを含めてNo.lB,No.17,

No.1Cの 3点であり,誤差の下限が折れ 目で交差 したものはない.折れ 目で交

差 したものは,表 1においてそれぞれの値の上に ☆印を付 している.

4.考察

今回は 7点の資料についてタンデ トロン1号機を使って 14C年代を測定し,

表 1に示す 11の値を得た.以前に測定した和紙の値(吉沢他 1997)と比べて誤

差をかなり小さくすることができた.その第-の理由は,測定試料の炭素に銀

を混合せずにタングステン化 したものを使用したことである.第二の理由は,

測定試料を製作 してから短期間に測定したことである.また,今回の特徴は,

奈良時代から室町時代にわたる広い範囲で多くの和紙の年代を測定したことに

ある.これらの結果から次の2つのことについて論 じることができる.その一

つは,御調八幡宮に伝わる2種類の一･一切経の年代である.もう一つは,その他

5種類の古経典の測定結果から導かれるものである.

まず,御調八幡宮の2つの一切経について述べる.御調八幡宮に伝わる写経

の奥書によると写経は 1163-1165年ごろに行われたとのことである(三原市史

1977).3つの紙片の14C年代測定値は,No.8AとNo.8Bの間に約 90年の差

があり,No.8AとNo.8Cの間には約 80年の差がある.それぞれ 2つの誤差の

和とくらべて2倍以上である.また,これ らの測定値は,2回または 4回の測

定で,散 らばりがあるとはいえ,それ らのもとの測定値も交 じり合ってはいな

い.従って,今回の測定結果からこれらの紙片の年代は,測定のばらつきとい

うより3つとも異なると考えられる.この測定から写経は数年間で終わったの

ではなく,長期にわたって続けられた可能性がでてきたといえる.このことに

ついて結論を得るには,測定精度をあげ,より多くの紙片について測定を繰 り

替えす必要がある.

次に年代がほぼ分かっている5つの経典について,較正後の西暦年代と推定

年代を比較 してみよう.保元と弘安の大般若経(No.6,No.13)の一致は良い.応

永の沙門性恵願経は誤差の範囲内で一致 しているが,2つの14C年代測定値の

開きが大きいことと一方の誤差が非常に大きいことが問題である.2つの天平

の資料間では偶然であろうが完全な一致を示 した-. 誤差も小さいけれ ども,推

定年代 とは誤差を超えてずれが認められる.ここで一般にいわれている天平の

経典 とは AD729-766における写経をさすのか,あるいはより広い奈良時代

(AD708･･780)のものをいうのかにもよるが,後者ならば誤差の範囲内である.

和紙による年代測定をより明らかにするために,図4にこの5つの測定値をプ

ロットした.横軸には表 1の推定値をとり,縦軸には 14C年代の平均値を使用

した.曲線は 14C年代による較正曲線であり,斜めの直線は較正なしでの変換
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直線を示す.左端の測定点は,天平の2点(No.lB,No.3)が重なっている.次の

2点(No.6,No.13)は曲線上にある.右側の点(No.16)は,わずかにずれているけ

れども誤差の範囲である.

今回の年代測定は,図4からもわかるように天平付近を除き較正曲線とよく

一致 している.従って,和紙の古文献の測定と西暦年代-の変換について信頼

性が高まったといえるのではなかろうか.しかし,まだ測定点が少ないので,

今後はより測定点を増や し,精度を上げることが大切であろう.そのためには

タンデ トロン2号機による精密な測定が期待される.

この実験は,当センターの小田寛貴,中村俊夫,産業技術短期大学藤田恵子

と筆者によるものである.御調八幡宮の一切経から試料を採取できたのは,御

調八幡宮の前宮司と現宮司のご好意によるもので,この場で厚く御礼を申し上

げたい.また,今回測定 した資料の年代については,徳島文理大学の小林芳規

教授により確かめていただいたものが多いことを記 して感謝する.
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RadiocarbonDatingofBuddhistSutras

YasukazuYOSHIZAWA●

Abstract

TheradiocarbonagesofsevenoldsutrasweremeasuredbyuslngTandetronat

NagoyaUniverslty. Thehand-CopiedcompletecollectionofBuddhistSutrasandthe

xylographiconesareown edbytheShintoShrine"Mitsuki-Iiachimangu"inMihara,

HiroshimaPrefecture. Threesamplesweretakenfromthreefragmentsofthehand-

copiedsutras,andonesamplefromafragmentofthexylographicsutras. Inaddition,

theagesoffivesutras,whichhaddateswhenweobtainedthem,weremeasuredbythe

samemethod. Thesefivesutrasaretakenfromourcollectioninwhichtheagesof

sutrasareknown. Smallsamplesweretakenfromthefivecollectedsutras.

Themeasured14Cagesofthreefragmentsofthehand-copiedsutrasareBP 795±26,

703±23and874±15,andthe14CageofthexylographicsutrasisBP 559±49･

ThesevaluesweretransformedtoADagesbyuslngtheradiocarbonagecalibration

curve･ calibratedagesareAD1260+18_31,1292+6ー5and1186+28ー18fわrthehand-copied

sutras,andAD1405'2l_2.forthexylographicsutras･Theagesofthreefragmentsofthe

hand-copiedsutraintheshrinearedifferentfromeachotherbeyonduncertainties.

Themeasured'4cagesoftwooldestsutras,whicharedatedontheTenpyoperiod

(AD729-766),areBP1229±43and1230±35. TheagesaretransformedintoAD

786+96_2,arld786'9㌦,･ TheagreementbetweenobservedagesoftwoTenpyosutrasis

verygood,butthesevaluesdonotagreewiththedatedages･ The14cagesofother

threesutraswiththedatedagesofAD1158,1285and1410areBP895±74,738±50

and505±53,respectively･ TheseagesarecalibratedtobeAD 1166+63ー134,1284+12_17

and1428+15_22,reSpeCtively･ Theagesofthethreesutrasareingoodagreementwith

thedatedages.

Inconclusion,thehand-copiedsutrasseemtohavebeenwritteninmanyyearsfrom

theendoftheHeianperiodtotheKamakuraperiod･ Thexylographicsutrawas

prlntedatthebeglnnlngOftheMuromachiperiod･Themeasuredagesofthreedated

sutrasareingoodagreementwiththedatedages･ThisfactshowsthatourdatinglS

goodandthecalibrationcurveisapplicabletothedatingoroldJapanesepaperinthis

reglOn･ Buttheagreementbetweenourdatingresultanddatedageisnotgoodenough

intheTenpyoperiod.

*ProfessoremeritusofHiroshimaUniverslty.
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